
２０２０年  １１月  １日 ≪誕生祝福式・子ども祝福式≫ 

 主 日 礼 拝 

 ①８時半  ②10時半  ③１３時半 ④19時 

 司  会        ②石井 秀人兄 

奏  楽 

祈  祷        ②白川 達男兄 

賛  美  聖歌４４２番   ～私たちは知ろう～ 

パウロの祈り① 

 

聖  書  ヤコブの手紙５章１３～２０節 

       

特別賛美  ①②大和カルバリー聖歌隊／③④宮田兄 

メッセージ  「忍び抜いた人たちは幸い」 

石井 潤 牧師 

   献  金   聖歌４０４番 ～明日はどんな日か～ 

祝  祷             〔献金当番：渡辺姉・寺澤千姉〕 

お知らせ                    〔司会者〕 

賛  美   ～勇気を出して～ 〔子ども祝福式〕 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

★共に礼拝をお捧げできる恵みを感謝します。神の守りと助けを祈ります！ 

☆本日は子ども祝福式です。次の世代を担う子どもたちのために祈りましょう！ 

★今週の祈り会は、〇早天祈祷会：月曜朝６時。〇木曜祈祷会：午前 10時半～ 

・19時半～〔大和の祈祷会映像〕。〇準備祈祷会：土曜夜８時。 

☆来週の日曜礼拝では聖餐式が行われます。大切にいたしましょう！ 
 

☆一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔１１/１－/８〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

聖書 
エレミヤ 

１７－２０章 

２１－ 

２３章 

２４－ 

２６章 

２７－ 

２９章 

３０－ 

３１章 

３２－ 

３４章 

３５－ 

３７章 

３８－ 

４１章 

チェック ○○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○ ○○○ ○○○ ○○○ 



 
｢忍び抜いた人は幸いであると思う。あなたがたは、ヨブの忍耐を知っているだろう。

また、主がヨブの最後をどんなに祝福してくださったかということから、主のあわれ

みが分ると思う。｣              ヤコブの手紙５章11節〔現代訳〕 

 

上記の節を英語のメッセージ訳の聖書では、「What a gift life is to those who stay the 

course! コースにとどまっている人は何と祝福された人生だろうか。」と表現されています。私

たちには与えられている人生のコース（行程）があります。その人生の歩みに主にあってとどま

っているというだけで何と幸いな人生であるか！と表現されています。そして、次にヨブの人生

を引き合いに出して、まさにヨブのように人生を歩み切るということを通して神様の豊かな祝

福をいただけるのだということが表現されています。 

ヨブという人は、とんでもない、思いがけない苦しみを突然経験した人物です。とても豊か

で幸せを絵に描いたような人物でしたが、突然、そのすべての富を奪われ、息子や娘たちを

すべて失います。そして、ヨブ自身、命だけは守られていましたが、ひどい病に冒されてしまい

ます。突然人生のどん底に突き落とされてしまったのです。自分で計画したことでもなく、全く

想定外のことでした。また、一時的なものではなく、失った命は戻らず、失った健康も良くなり

ませんでした。しかし、彼の神への信仰は弱りませんでした。神様は生きておられて、自分の

想像をはるかに超えたお方で、そのお方に自分自身の存在は完全に握られていることを理

解していました。しかし、徐々に体だけではなく、自分の心も弱められていきました。「自分は

どうして生まれてきたのだろう。お母さんのお腹の中で死んでしまっていれば良かった」と自分

の人生を呪うようになっていきました。そして、苦しみに苦しんだ後、最終的に神様ご自身に

訴えるようになりました。もうこのお方におききするしかない、私の人生は一体どんな意味が

あったのか？そして、改めて、神様に訴えました。 

すると、神様はヨブの願いを受け止めるかのようにして、ご自身をヨブに現わされました。ヨ

ブは初めて知った神様の偉大さに圧倒させられて、御前にひれ伏しました。そして、神様ご

自身が生きておられて、自分自身に直接関心を持って、関わってくださることを知りました。ヨ

ブという一人の人物を神様は特別な気持ちで受け止めておられたことを伝えました。ヨブの

人生は一体何のためだったのか？それは彼の造り主を知るためだったのです。 

私たちにはそれぞれの人生の行程がありますが、その一人一人の行程を導いておられる

私たちの造り主がおられるということです。そして、すべての人生の行程に神様の御手がある

のです。その人生に無駄なことは何一つないのです。 

「忍び抜いた人たちは幸い」 
～私たちの人生に無駄なことは何一つない～ 


